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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、政府による経済対策や日本銀行による金融政策を背景とした公共

投資の増加、企業収益や雇用環境の改善が続くなど、引き続き緩やかな回復基調で推移しております。

医療業界におきましては、来年に医療・介護診療報酬の同時改定を控えると共に、「地域医療構想」の策定が進

み、2025年を目途に病床機能分化、医療・介護の連携の実現など、業界全体での変化が求められてきております。

また、住み慣れた地域で切れ目のない医療介護サービスや予防・生活支援の提供を目指す「地域包括ケアシステ

ム」の構築及び地域医療連携の普及促進等も実現に向けて進められております。

電子カルテシステムに関しては、大規模病院で一定数の導入が進み、中小病院の導入も徐々に進んでまいりまし

た。引き続き、カルテ市場における有力ベンダー数社の競争は激しさを増しております。

こうした事業環境の下、当社は、電子カルテシステムの開発・販売を中心に事業を展開し、今期におきましては、

開発力の強化及びサポート力の拡充を図る体制の再編を行い、更なる顧客満足度の向上に努めております。また、

当第3四半期には、沖縄県那覇市に「沖縄ブランチ」を開設し、当社地域医療連携システムによる沖縄県医師会が推

進する総務省高度化EHR事業「おきなわ津梁ネットワーク」を強力に推進すると共に、沖縄県営業拠点として営業力

強化を図っております。そのような中、今期は、案件数を確保し堅調に推移してきたものの、受注案件の規模が小

型化している傾向があります。

この結果、売上高は10,406百万円（前年同期比23.1％減）、利益面におきましては営業利益1,625百万円（同30.3

％減）、四半期純利益1,156百万円（同26.9％減）となりました。

　なお、セグメントの業績につきましては、当社は、医療情報システム事業の単一セグメントであるため、記載を

省略しております。

　

（２）財政状態に関する説明

資産・負債及び純資産の状況

(資産)

当第３四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末と比較して833百万円減少し、17,265百万円となりました。主

な要因は、現金及び預金1,116百万円の減少、売上債権465百万円の減少、有価証券100百万円の増加、たな卸資産

422百万円の増加、有形固定資産206百万円の減少及び投資有価証券419百万円の増加によるものであります。

(負債)

当第３四半期会計期間末の負債は、前事業年度末と比較して1,601百万円減少し、1,650百万円となりました。主

な要因は、買掛金195百万円の減少、未払法人税等919百万円の減少、流動負債「その他」に含まれる未払金303百万

円の減少及び未払消費税等183百万円の減少によるものであります。

(純資産)

当第３四半期会計期間末の純資産は、前事業年度末と比較して768百万円増加し、15,615百万円となりました。主

な要因は、四半期純利益1,156百万円の計上、第48期利益剰余金の配当399百万円によるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年10月期の業績予想につきましては、平成28年12月９日に公表しました業績予想に変更はありません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成28年10月31日)

当第３四半期会計期間
(平成29年７月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,521,028 7,404,524

売掛金 2,386,534 1,920,789

有価証券 - 100,000

商品 210,153 481,625

仕掛品 226,677 377,966

その他 305,247 311,279

貸倒引当金 △2,371 △1,912

流動資産合計 11,647,271 10,594,272

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 3,309,562 3,142,798

構築物（純額） 95,911 86,868

工具、器具及び備品（純額） 274,550 243,909

土地 2,415,770 2,415,770

有形固定資産合計 6,095,794 5,889,347

無形固定資産 5,452 4,672

投資その他の資産

投資有価証券 202,322 622,223

関係会社株式 20,000 20,000

その他 128,010 135,233

投資その他の資産合計 350,332 777,456

固定資産合計 6,451,579 6,671,476

資産合計 18,098,851 17,265,748

負債の部

流動負債

買掛金 1,333,462 1,137,861

未払法人税等 919,414 -

前受金 147,662 175,558

その他 852,076 337,270

流動負債合計 3,252,614 1,650,690

負債合計 3,252,614 1,650,690

純資産の部

株主資本

資本金 847,400 847,400

資本剰余金 1,246,252 1,246,252

利益剰余金 12,990,341 13,747,135

自己株式 △275,191 △275,909

株主資本合計 14,808,802 15,564,877

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 37,433 50,180

評価・換算差額等合計 37,433 50,180

純資産合計 14,846,236 15,615,058

負債純資産合計 18,098,851 17,265,748
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（２）四半期損益計算書

第３四半期累計期間

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 平成27年11月１日
　至 平成28年７月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成28年11月１日
　至 平成29年７月31日)

売上高 13,524,292 10,406,204

売上原価 10,311,929 7,819,107

売上総利益 3,212,362 2,587,097

販売費及び一般管理費 880,298 961,422

営業利益 2,332,064 1,625,674

営業外収益

受取利息 1,876 470

受取配当金 25,587 26,811

受取事務手数料 3,148 4,703

受取賃貸料 6,026 7,026

その他 6,414 3,385

営業外収益合計 43,053 42,397

営業外費用

その他 - 0

営業外費用合計 - 0

経常利益 2,375,118 1,668,072

特別損失

固定資産売却損 5,552 -

固定資産除却損 3 -

特別損失合計 5,555 -

税引前四半期純利益 2,369,562 1,668,072

法人税、住民税及び事業税 819,661 321,119

法人税等調整額 △32,550 190,817

法人税等合計 787,110 511,937

四半期純利益 1,582,451 1,156,135
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

前第３四半期累計期間（自 平成27年11月１日 至 平成28年７月31日）

該当事項はありません。

当第３四半期累計期間（自 平成28年11月１日 至 平成29年７月31日）

該当事項はありません。

　

（追加情報）

(繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１

四半期会計期間から適用しております。

　

（セグメント情報等）

当社は、医療情報システム事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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３．補足情報

（１）ハードウェア仕入実績
当第３四半期累計期間のハードウェアの仕入実績について、当社は単一セグメントとしているため、種類別に示

すと、次のとおりであります。

種類

当第３四半期累計期間
(自 平成28年11月１日
至 平成29年７月31日)

仕入高（千円） 前年同期増減率（％）

ハードウェア 3,122,189 △41.4

合計 3,122,189 △41.4

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
　

（２）受注実績
当第３四半期累計期間の受注実績について、当社は単一セグメントとしているため、種類別に示すと、次のとお

りであります。

種類

当第３四半期累計期間
(自 平成28年11月１日
至 平成29年７月31日)

受注高（千円）
前年同期増減率

（％）
受注残高（千円）

前年同期増減率
（％）

ソフトウェア 4,664,333 32.2 2,424,768 27.1

ハードウェア 3,279,064 32.3 1,058,918 △16.9

合計 7,943,397 32.3 3,483,687 9.5

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
　

（３）販売実績
当第３四半期累計期間の販売実績について、当社は単一セグメントとしているため、種類別に示すと、次のとお

りであります。

種類

当第３四半期累計期間
(自 平成28年11月１日
至 平成29年７月31日)

販売高（千円） 前年同期増減率（％）

ソフトウェア 3,827,995 △14.6

ハードウェア 3,263,865 △45.7

保守サービス 3,314,344 9.3

合計 10,406,204 △23.1

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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